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デジタルヘルス｜具体的なニーズ｜今後の動向

今後は二次予防や予後などの分野を中心に、私立病院を中心に新たなニーズが生まれる
と見込まれている
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• 医療情報収集
• 日常活動量記録
• 生体情報記録
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ウェアラブルデバイスによる
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一次予防の段階においては、消費者・企業の間で健康管理を目的としたウェアラブ
ルデバイスの導入が進んでいる。今後は医療機関が連携することで、より付加価値
の高いサービス（医療機関による生活習慣病患者の早期発見・介入、治療段階に
おけるバイタル情報の活用等）の増加が見込まれている。

核家族世帯が少ないインドでは、介護は高齢者の親族が中心に担ってきた。しかし、
核家族化及び高齢化による社会構造の変化を背景に、高齢者向けの在宅医療
ニーズが増加すると予想されている。また、高齢者向け医療や予後において、ウェ
アラブルデバイスを活用した患者モニタリングも今後普及が進むと見込まれている。
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（出所）インド病院関係者へのヒアリング

H31年度・株式会社野村総合研究所「国際ヘルスケア拠点構築促進事業（国際展開体制整備支援事業）インドにおけるプライマリケア・デジタルヘルスの実態調査」p.71

インド／デジタルヘルス／4.特定製品・サービスの市場・投資環境>製品・サービスに対するニーズ


